








































































































































































































































































































































２）紺野 祐「人間形成と環境 子どもの『レジリエンス』を手がかりに 」『プロテ
ウス』（仙台ゲーテ自然学研究会）2008年３月31日、第10号、73～87ページ（単著）
Ⅱ 学会報告
等
１）紺野 祐「人間の『教え』行為に関する基礎的分析 《ホモ・エドゥカンス》の資
質能力」日本教師教育学会第18回研究大会、2008年９月14日（於：工学院大学）（単独）
Ⅲ 社会活動
・受賞等
１）東北教育哲学教育史学会役員（監査）（2005年９月～）
Ⅳ 講演・公
開講座等
１）秋田県教員免許更新講習（予備講習）「教育の最新事情」領域講師、2008年８月４日
（於：秋田大学）
２）秋田県立湯沢高等学校高大連携授業「アドバンスト講義」講師、2008年９月17日（於：
秋田県立湯沢高等学校）
Ⅴ その他の
活動
１）日本学校農業クラブ東北連盟大会「クラブ活動紹介発表会」審査委員、2008年８月28
日・29日
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高階 悟 教授
Ⅰ 著書・学
術論文等
１）高階 悟「カート・ヴォネガットと戦争体験」『秋田県立大学総合科学研究彙報』（秋
田県立大学総合科学教育研究センター）2008年９号、39～48ページ、（単著）
Ⅲ 社会活動
・受賞等
１）東北英語教育学会 理事（2006年４月～）
２）東北英語教育学会 研究紀要編集委員（2008年４月～）
３）秋田県 TOEIC推進協議会委員（2003年４月～）
４）法廷通訳人登録 秋田地方裁判所 （2005年4月～）
Ⅳ 講演・公
開講座等
１）秋田西高校・秋田県立大学英語高大連携授業：「コンピュータを使っての英語の授業」
（2008年７月23日～27日、秋田キャンパス）
※秋田魁新報（2008年７月24日）で「一味違う英語教育体験」として秋田西高校生の
高大連携授業の様子が紹介された。
※秋田朝日テレビ（2008年７月24日）の「SuperJあきた」で高大連携授業として秋
田西高校生が秋田県立大学で英語を学ぶ様子が紹介された。
Ⅴ その他の
活動
１）研究報告「カート・ヴォネガットと『スローターハウス５』」「ＥＳＳささやき」サー
クル、（2008年９月28日、秋田市中央公民館）
２）薫風満天フィールド交流塾活動に「塩ビ管尺八手作り・演奏講座」を企画（2008年５
月10日～６月28日まで４回、遊学舎、大潟キャンパス）
※秋田魁新報 （2008年５月12日）に「独特の音色：和の世界へ」として遊学舎での学
生の活動が紹介された。
※秋田テレビ（2008年12月20日）の「民謡お国めぐり」で薫風満天フィールド交流塾
活動から発展した学生の「和楽器サークル」活動が紹介された。
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高橋 守 教授
Ⅰ 著書・学
術論文等
著書
１）StephenShucart,TsutomuMishina,MamoruTakahashi,TetsuyaEnokizono.
"TheCALLLabasaFacilitatorforAutonomousLearning."HandbookofResearch
onComputer-EnhancedLanguageAcquisitionandLearning.（NewYork:Information
ScienceReference）2008,pp.483-495（共著）
学術論文
１）高橋 守「一般教育の英語（３）：アクション・ログと自律的学習」『秋田県立大学総
合科学研究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2008年、第９号、pp.49-
56（単著）
２）高橋 守「CBI（内容中心教授法）の基礎と応用」『秋田英語英文学』（秋田英語英文
学会）2008年、第50号、pp.10-15（単著）
Ⅱ 学会報告
等
１）MamoruTakahashi,StephenShucart."Content-BasedInstruction:ATalewith
TwoFlavors."（全国語学教育学会第34回年次大会、2008年11月２日、於：国立オリン
ピック記念青少年総合センター）（共同）
２）MamoruTakahashi,StephenShucart."Content-BasedInstruction:ATalewith
TwoFlavors."（全国語学教育学会秋田支部例会、2008年11月22日、於：国際教養大学）
（共同）
Ⅳ 講演・公
開講座等
１）平成20年度国際科２年「外部講師による英語学習活動」講師（2008年11月10日、於：
秋田県立由利高等学校）
２）由利高等学校・秋田県立大学英語連携授業（2008年７月15日、10月７日、10月14日、
於：秋田県立大学）
檜山 晋 教授
Ⅰ 著書・学
術論文等
学術論文
１）Hiyama,Susumu.'Clause-InitialElementsin"TheVerceliHomilies".'『秋田県立
大学総合科学研究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2008年、第９号、
pp.57-68（単著）
Ⅳ 講演・公
開講座等
１） 由利高等学校・秋田県立大学英語連携授業（2008年５月中に３回、於：秋田県立大学）
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StephenShucart 准教授
Ⅰ 著書・学
術論文等
著書
１）StephenShucart,TsutomuMishina,MamoruTakahashi,TetsuyaEnokizono.
"TheCALLLabasaFacilitatorforAutonomousLearning."HandbookofResearch
onComputer-EnhancedLanguageAcquisitionandLearning.（NewYork:Information
ScienceReference）2008,pp.483-495（共著）
学術論文
１）StephenShucart「BlendedLearningintheCALLLab」『秋田県立大学総合科学研
究彙報』（秋田県立大学総合科学教育研究センター）2008年、第９号、pp.69-76（単
著）
Ⅱ 学会報告
等
１）MamoruTakahashi,StephenShucart."Content-BasedInstruction:ATalewith
TwoFlavors."（全国語学教育学会第34回年次大会、2008年11月２日、於：国立オリン
ピック記念青少年総合センター）（共同）
２）MamoruTakahashi,StephenShucart."Content-BasedInstruction:ATalewith
TwoFlavors."（全国語学教育学会秋田支部例会、2008年11月22日、於：国際教養大学）
（共同）
Ⅲ 社会活動
・受賞等
１）PublicityChair;AKITAJALTChapter
Ⅳ 講演・公
開講座等
１）由利高等学校・秋田県立大学英語連携授業（2008年10月21日、11月４日、11月11日、
於：秋田県立大学）
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草薙優加 准教授
Ⅰ 著書・学
術論文等
＊著書
１）毛利豊 編著『群読を取り入れた大学の英語授業』「《群読》古典を楽しむ―俳句から
平家物語まで」（高文研、2008年11月１日）（共著）
＊学術論文
１）Kusanagi,Y."AnalysisofEnglishTextbooks:HowNonverbalCommunicationis
IncludedinEnglishTextbookswithInterculturalTopics."AkitaPrefectural
UniversityRECCSBuletin,9,77-89.（単著）
Ⅱ 学会報告
等
１）Kusanagi,Y."AnalysisofEFLInterculturalCommunicationTextbooks:How
NonverbalCommunicationisIncludedinUniversityTextbooks."TempleUniversity
AppliedLinguisticsColoquium 2008（東京都港区 TempleUniversity,Japan
Campus）February10,2008（単独）
２）Kusanagi,Y."LearningtoRead,ReadingtoLearn:JapaneseEFLStudents'
ExperiencesinExtensiveReading."The15thWorldCongressofAppliedLinguistics
（AppliedLinguistics）（Essen,Germany）August25,2008（単独）
３）Kusanagi,Y."ActivatingLearners'ConfidenceandParticipationthroughReading."
大学英語教育学会（JACET）東北支部例会（宮城県仙台市 仙台市民会館）October
11,2008（単独）
４）Kusanagi,Y."LearningasMeaning-makingthroughtheArts."PAC7atJALT
2008:the34thAnnualInternationalConferenceonLanguageTeachingandLearning
andEducationalMaterialsExposition(TheJapanLanguageAssociationfor
LanguageTeaching:JALT）（東京都渋谷区 国立オリンピック記念青少年センター）
November3,2008（単独）
Ⅲ 社会活動
・受賞等
１）TempleUniversity,JapanCampus,WorkingPapersinAppliedLinguistics編集委
員（2005月１月～2007年３月）
２）大学英語教育学会（JACET）全国運営委員会 研究会担当委員会 委員（2007年４月～）
３）大学英語教育学会（JACET）東北支部 研究企画委員（2007年４月～）
４）大学英語教育学会（JACET）東北支部 支部紀要委員（2007年４月～）
５）国際表現言語学会（InternationalAssociationofPerformingLanguage）理事（2007
年11月～）
６）大学英語教育学会（JACET）代議員（2008年４月～７月）
７）大学英語教育学会（JACET）社員（社団法人化により代議員から社員に名称変更）
（2008年８月～）
８）日本群読教育の会 常任委員（2008年12月～）
総合科学教育研究センター個人業績
―78―
Ⅴ その他の
活動
＊記事・取材協力等
１）『学会理事紹介（１）草薙優加』（記事）（InternationalAssociationofPerforming
LanguageNewsletterNo.1,p.11.2008年５月）
２）『《群読》古典を楽しむ―俳句から平家物語まで』（書籍 CD収録協力）（高文研2008
年11月１日）
３）『ワークショップ報告記』（記事）「こととい」秋田・市民とメディア研究会 会報30号，
p．2．2008年12月
＊翻訳等
１）『学会企画：語学教師のためのシナリオ体験ワークショップ報告』（記事）International
AssociationofPerformingLanguageNewsletterNo.2,pp.5-13.December,2008
＊学会大会運営等
１）InternationalAssociationofPerformingLanguage主催『語学教師のためのシナリ
オ体験ワークショップ』企画運営（於：東京都渋谷区代々木八幡渋谷区民会館 2008
年６月14日）
松村聡子 准教授
Ⅰ 著書・学
術論文等
＊学術論文
１）松村聡子「鏡を見つめて 『ヴィレット』小論」（秋田県立大学総合科学教育研究セ
ンター『秋田県立大学総合科学研究彙報』第９号、pp.91-96、2008年３月28日）（単著）
Ⅱ 学会報告
等
＊研究発表
１）「ヘレン･ハンティンドンとオリーブ･ロザセイ ヒロインとしての女性画家 」
（東北英文学会 第63回大会、2008年11月23日、於：東北学院大学）（単独）
Ⅳ 講演・公
開講座等
＊公開講座
１）大学コンソーシアムあきた 社会人講座「ジェイン・オースティンの『高慢と偏見』
を読む」（於：秋田県カレッジプラザ、2008年11月29日、12月６日、12月13日、３回シ
リーズ）
